
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花咲爺はどうして枯れ木に灰をまいたのか。国語の教科書に最もたくさん登場する

動物はなぜ狐なのか。妖怪たちはどうして辻（十字路）に現れることが 

多いのか。昔話・民話には、素朴だけれど奥の深いナゾが一杯です。 

そのいくつかに迫りながら、日本人とは何かを考えてみます。 

講師：信州大学教育学系 教授 藤森 ゆうじ 先生 
 

平成２９年度 読書講座 「信州大学出前講座」 

平成 29 年１１月２４日（金） 

 午後 1時 30 分～3 時頃 

池田町図書館２階 児童図書室 

参加費無料、申し込み不要、どなたでも参加可  

＜問い合せ：池田町図書館 0261-62-5659＞ 

 

《講師プロフィール》 

佐久市生れ．15 年間の高校教師を経て、信州大学学術研究院教育学系

教授．博士(教育学・筑波大学) 専門は国語科教育学，日本民俗学． 

主な著書に『死と豊穣の民俗文化』（吉川弘文館,2000 年）, 

『すぐれた論理は美しい』（東洋館出版社,2013 年） 

『授業づくりの知恵 60』（明治図書,2015 年） 

『にっぽんの図鑑』（小学館,2015 年） 

『イギリス教育の未来を拓く小学校』(大修館書店,2015年)など 

NHK 教育テレビ高校講座｢国語表現Ⅰ｣監修講師．高等学校学習指導要領

(国語)改善協力者,中央教育審議会教育課程特別部会(国語)委員などを歴任。 


